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	応用
	抗原情報
	背景
	類似性:スペクトリンファミリーに属します。,類似性:1つのPHドメインを含みます。,類似性:2つのCH（カルポニン相同）ドメインを含みます。,類似性:31のスペクトリン反復を含みます。,細胞内局在:光受容桿体および錐体外節、および胃上皮細胞の基底外側膜および細胞質に顕著に検出されます。,サブユニット:おそらくα鎖と関連しています。,組織特異性:多くの組織で非常に低いレベルで発現しており、小脳、脊髄、胃、下垂体、肝臓、膵臓、唾液腺、腎臓、膀胱、および心臓で最も強く発現しています。,類似性:スペクトリンファミリーに属します。,類似性:1つのPHドメインを含みます。,類似性:2つのCH（カルポニン相同）を含みますドメイン。,類似性: 31 個のスペクトリン繰り返し配列を含む。,細胞内局在: 光受容桿体および錐体外節、ならびに胃上皮細胞の基底外側膜および細胞質に顕著に検出される。,サブユニット: おそらくアルファ鎖と関連する。,組織特異性: 多くの組織で非常に低いレベルで発現しており、小脳、脊髄、胃、下垂体、肝臓、膵臓、唾液腺、腎臓、膀胱、および心臓で最も強く発現している。,
	研究分野
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	画像データ
	

	SPTBN5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

